
まるわかり！応援隊 

 都心に住む若者たちが都路町に来たらどのような発見をするのか？ 
 

 自分の足で歩いて、目で見て感じる「さとあるき」を体験してもらうため、11月は東北大学（仙

台）から10人、東邦大学（千葉）から9人の学生たちが相次いで都路を訪れました。 

 都心に暮らす若者からすれば、都路で目にするものは何もかもが珍しく、新鮮であったようで

様々な発見をしていました。例えば「あれは何の果物ですか？」「なぜ柿を干しているのです

か？」「田んぼに柵があるのはナゼ？」と、そんなことも知らないの？と心配になってしまう質問

もあった一方で、「都路の歴史を知りたい」や「三週間ぐらい農家体験をしたい」といった声も多

く、都路を「懐かしい故郷」のように感じたようです。 

 都心は便利で快適に生活できるかも知れませんが、 

彼らは「便利なのが全てではない」と感想を述べて 

いました。若いヨソモノの視点は応援隊にとっても 

大変参考になります。また招待したいと思いますので、 

皆さんからも土地のことを教えてあげてください！ 

（佐原）  

都路に興味津々！大学生の視点 

今月のこの人 

合子地区 

代表連絡委員 
 

  つぼい   こういち 

坪井 幸一さん 

 応援隊が初めて幸一さんとお会いしたのは先月の9区懇親会の席です。飲み

の席も落ち着いたころ、喫煙所で煙草をふかす姿を見て応援隊の鈴木は「渋い

雰囲気の方だな～」という印象を受けたそうです。話をしてみると、合子地区

の取りまとめ役をされており、これから地区内でサロンなどをやっていきたい

と話してくれました。その前向きな様子に、ぜひ「今月のこの人」としてイン

タビューしてみたい！ということで今回お話を伺いました。  
 

 幸一さんは合子で生まれ育ち、現在は奥さんと2人暮らしです。30年近く、

東京電力福島第一原発に勤め、電気・ケーブルや変圧器の担当をしていました。

柏崎刈羽原発で作業中に中越沖地震を経験したせいか、東日本大震災のときは

それほど大きな揺れだと感じなかったそうです。震災後、合子地区代表連絡委

員となった幸一さんは、避難先で同じ地区の住民の連絡先を取りまとめるなど、

せわしない日々を過ごしました。 

 去年の12月に都路に戻ってきてよかったと思うことは、自然が豊かなこと、

仮設住宅とは違い広くてゆったりと生活できることだと話してくれました。

「昔は部落でよく集まり、酒を飲みかわしたり祭りをしたりすることもよくあ

りました。スポーツも盛んで、バレーボール大会は年に7、8回もやっていまし

た。最近ではそういうイベントをやる人も機会も減ってしまいましたが、また

集まって話ができる機会を作りたいですね」。 

 静かな口調ながら「昔のような活気ある合子地区を取り戻したい」という熱

い想いを聞くことができました。私たちも今後応援していきたいと思いました。 

幸一さん、ありがとうございました！（中岡） 

 

 

 



※ご意見ご感想をお寄せください 

 11月30日、古道体育館 

で輪投げ大会が行われ総勢 

260人以上が輪投げやフラ 

イングディスクに汗を流し 

ました。参加した方は「体 

を動かすことはとても良い」 

「若返るない！」と話して 

いました。優勝は道之内Aチーム！皆さんが日ごろの 

練習の成果を発揮されていて、見ている側もとても 

楽しめる大会となりました。（渡邊） 

1/9(金) あすなろ会 
 

時間：午前9時30分～11時 

場所：公民館ホール 

   (都路行政局3階) 

内容：健康体操、レクリエーション 
 

       1/13(火) 中作サロン会 
 

 時間：午前9時30分～午後2時 

   場所：常葉老人センター  

   内容：転倒予防体操 

     入浴、レクリエーション 

元気な都路町民交流会 

～輪投げで築こう都路の輪～ 

 ボランティア作戦は、住民の皆さんが

「どうしても自分たちだけではできな

い」という作業を、ボランティアの皆さ

んにご協力いただき、お手伝いしていま

す。 

 今回は、関東や市外から6人が参加し、

パイプハウスのビニール撤去や農地の整

備などを行いました。また、住民の方と

一緒にお昼を食べながら、都路の現状や

歴史などの話で盛り上がりました。 
 

第8回ボランティア作戦を実施しました！ 

昼食を食べながら団らん 作業が終わって記念撮影 

 

第4回ままトークの会「みやこじ」が開催されました 

 これからも、人と人との交流を大事にしながら、ボランティア作戦を続けていきますので、皆さま

のご参加をお待ちしています。都路の皆さんも大歓迎です！（筏谷） 

 11月19日、岩井沢児童館で本年最後の「ままトークの

会みやこじ」が開催されました。 

 “ままの時間を大切にしたい”との岩井沢児童館長の思

いから始まったこのサロン。4回目となる今回は、タイ舞

踊家の方を招き、楽器をみんなで演奏したり、刀や太鼓を

使った伝統舞踊を披露したりしました。 

 初めて見るタイの伝統舞踊に、参加したお母さんたちや

子どもたちも興味津々。最後にみんなで集合写真を撮り和

やかな雰囲気で終了しました。 

 日頃の疲れを癒やし談笑する場はとても大切だと思いま

した。今後も継続的にサポートしていきたいと思います。 
 

（野内） 


